
大学による超小型衛星／深宇宙探査への挑戦
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未開拓技術の宝庫であり、産業として大きな発展の可能性を持つ
航空宇宙工学

他分野へスピンオフできる先端的技術を創成する 航空宇宙工学

システム統合化技術の象徴としての 航空宇宙工学

※2013～2016年の修士課程修了者の進路データ
※学部卒業生56名中、例年２名程度が就職、他は主として進学

　航空宇宙を教育のための統一的な題材に採りつつ、 広く技術者お
よび研究者としての基礎教育を行なうことを目的としています。
　技術のピラミッドの一つを把握することこそが、 新しい技術を開拓
しようとする者への基礎教育として最も効果的な方法であると考えて
います。

３年  S1S2 ３年  Ａ1Ａ2

月 火 水 木 金

限
１ 航空宇宙

自動制御第一
航空宇宙

情報システム学第二
空気力学第二Ａ (S1)
空気力学第二Ｂ (S2) 基礎振動論

限
２ ジェットエンジン 航空機力学第二

数学２Ｂ

弾性力学第一

限
３ 航空宇宙材料

宇宙工学演習

航空宇宙推進学
第二 航空宇宙学

基礎設計
（隔週）

限
４ 航空機

構造力学第一
航空宇宙学
製図第二 航空宇宙学

製図第二

限
５ 航空宇宙学

製図第二航空宇宙学倫理

夏期休暇中の集中講義：航空技術イノベーション概論、航空宇宙学実地演習

月 火 水 木 金

限
１ 航空宇宙

自動制御第二 電気工学通論第二 宇宙工学通論 弾性力学第二

限
２ 宇宙軌道力学 数値構造解析（A1）

構造振動論（A2）ガスタービン第一
航空機構造力学第二 航空機設計法第一

機械振動論 宇宙推進工学第一 航空宇宙推進学演習

限
３

電気工学
実験大要Ｂ

航空宇宙情報
システム学第三

航空機力学第三

航空宇宙
システム学実験

航空宇宙
推進学実験

航空宇宙
システム学製図

航空宇宙
推進学製図

航空宇宙推進学第三航空宇宙推進学第四

限
４ 空気力学第二Ｃ (A1)

空気力学第二Ｄ (A2)

宇宙機制御工学

ガスタービン第二

限
５ 空気力学第三
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